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第 80 回 強度設計・安全性評価部門委員会開催のご案内 

 
皆様には，本部門委員会の活動に対してご理解とご協力をいただき感謝を申し上げます． 
昨年はこの部門員会の設置を呼びかけられた中村宏氏の生誕 100 年の年でありました．ささやかでし

たがこのことを記念する行事の開催により，その志を再確認することができたと思っています．なお，中
村先生の思い出についての文をお寄せいただければ，本部門の Web サイトに掲載させていただきます． 
さて，本年度最後の部門委員会のご案内をさせていただきます．当部門の名称は，強度設計・安全性評

価ということで，“安全”に対する取り組みも意図されています．今回の委員会では，安全という言葉の入
った演題での話題提供が予定されています．開催の場所は大阪から高槻に移動しますが，従来通り，ハイ
ブリッド方式によってご参加いただけます． 
 

記 
日時：2025 年 2月 21日（金）13 時 00 分～17時 00 分 
開催方法：対面とWebex によるハイブリッド開催 
対面会場：関西大学社会安全学部２F マルチミーティングルーム１，２ 
高槻ミューズキャンパス内：https://www.kansai-u.ac.jp/Fc_ss/life/campus_formality.html  
〒569-1116 大阪府高槻市白梅町７−１ 
電話 072 684 4000（社会安全学部オフィス） 

参加申込み先：材料学会事務局 E-mail: jimu@office.jsms.jp  
参加申込みの締切日：2025 年 2 月 14 日(金） 
注記：参加申し込みの際には，対面かWebex のいずれの参加であるのかをご連絡ください．Webex 参加

者にはURL を開催前日までにメールで送付します． 
 
議題： 
１. 一般議事（13:00～13:15） 

司会：部門委員会委員⾧ 
２. 話題提供 
（１）（13:20～14:20）Q&A 含む 
講師：Hexagon(エムエスシーソフトウェア) 中野信教 氏 
題目：CAEfatigueによる振動疲労解析のご紹介 
概要：製造業やエンジニアリング分野において，製品の耐久性を評価することがますます重要になって
いる．特に，自動車や航空宇宙産業では，構造物が⾧期間にわたって様々な負荷に耐える能力が問われて
いる．このような背景から，疲労解析の技術が進化し，多くの企業がその必要性を認識してきている．
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CAEfatigue は，従来から広く使用されている時間領域手法による疲労解析に加えて，システムの定性的
挙動をより速く正確に解析可能な周波数領域手法による疲労解析機能を開発してきた．本講演では，
CAEfatigue を用いた疲労耐久解析の基本的な考え方と，実際の応用例について紹介する． 
 
（２）（14:30～15:30）Q&A 含む 
講師：京都大学 中川貴文氏 
題目：木造住宅の耐震性能の見える化 
概要：木造住宅の耐震シミュレーションソフト wallstat（ウォールスタット）は WEB から無償でダウン
ロードできるフリーソフトである．パソコン上での簡単な操作で，木造住宅の立体解析モデルを作成し，
強非線形域まで考慮した時刻歴応答解析を行い，耐震性を視覚的に理解することができる．2010 年の公
開以降，研究・教育用ツールとして大学・高校で活用されてきたが，バージョンアップを重ね，商用 CAD
との連携や計算の高速化が進み，住宅会社や設計事務所での実務設計分野での普及が進んでいる．最近
では，大規模木造建築物の保有水平耐力計算や限界耐力計算のための一貫計算を行う拡張機能を公開し
て，高度な耐震性能評価を身近に活用できるツールとして期待される．本講演では wallstat の概要と最近
の動きを紹介するとともに，能登半島地震での検討結果を紹介する． 
 
（３）（15:40～16:40）Q&A 含む 
講師：関西大学 小澤 守 氏 
題目：ボイラ安全問題の歴史的経緯 
概要：1800 年以降，ボイラの高圧化に伴ってボイラ破裂が頻発するようになる．これを受けてランカシ
ャボイラの開発者であった William Fairbairn はボイラ検査とボイラに関する実験の必要性について提唱
し，彼を中心とした活発な議論に基づいて 1855年にボイラ破裂防止協会が設立された．この協会はボイ
ラ製造事業者，ボイラの利用者などからなり，The Association for the Prevention of Steam Boiler 
Explosion and for Effecting Economy in the Raising and Use of Steamと称し，あくまでも民間の組織であ
った．名称の通りボイラの安全を確保することはとりもなおさず社会経済の発展につながるとの趣旨で，
当初は損害保険が付与されていなかったが後に損害保険制度も追加され，これによって破裂事故が激減
することになる．それらの状況を見て我が国でも同様な制度が導入されたが，規制機関としては警察そ
して内務省であった．本講演では英国に端を発した民間検査機関とその進展，我が国に導入されたボイ
ラ検査体制の経過について解説し，欧米と日本の技術と社会制度のあり方違いについて議論したい． 
 
3. 総合討論（16:45～17:00） 
 

以上 


